
 

 

 
 

システム概要 
『通学安心システム』は、ランドセルなどにつけた ICタグを、校門や通学路などに設置

されたリーダが読み取る仕組み。 

児童が校門などを通過した時点で、登下校の時間が自動的に保護者の携帯電話やパソコ

ンへ電子メールで通知されます。 

また児童の登下校状況は学校のパソコンなど確認することができます。 

ＣＡＴＶインフラ、校内地域インフラなど連携することにより、地域全体で子供たちを

見守る安心安全な地域づくりに活用できます。 

 

 
 

 

システム導入事例 
岐阜県羽島郡岐南町では、町内の３小学校に通う児童を対象に、IC タグとユビキタスネ

ットワークを組み合わせた登下校確認システム「通学安心システム」の整備を行いました。

このシステムを導入した自治体としては、日本で最初の事例となります。 

自治体が主体となって「通学安心システム」を活用し取り組む事で、児童犯罪に対する

抑止効果と地域住民との連携を促進していきます。また、これにより、「児童の安全」や「保

護者の安心」だけでなく、より一層の『安心して暮らせる町づくり』を目指しています。 

※平成 20 年 10 月に実施された通学路センサー拡張工事によって、各学校の校門に加え通
学路の通過も検知可能になりました。 

 

岐阜新聞 Web 県内ニュース 2007 年 01 月 09 日  

「ランドセルにＩＣタグ 岐南町が通学安全システム」 

http://www.gifu-np.co.jp/news/kennai/20070109/200701091352_717.shtml 

 



 

 

 

機能特徴 
 

保護者向けに登下校を知らせるメールを配信 
 

保護者に対しては、メールアドレスを登録することで１日

２回、登校時と下校時にメールを配信します。保護者は、

我が子が校門や通学路をいつ通過したを確認できることで、

安心感を得ることが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

児童の登下校データを各小学校で確認 
 

出席簿による出席管理をサポートする形

で、各小学校の先生が、ホームページの画面

上で参加児童の登下校データを確認するこ

とができます。 

 

 

 

我が子の登下校データをホームページで確認可能 
 

保護者に各々専用ページ（ＰＣ用Ｗｅｂサ

イトおよび携帯用Ｗｅｂサイト）を設け、我

が子の登下校記録を確認できるようにしてい

ます。メールでリアルタイムに確認できると

ともに、ホームページで過去の履歴を確認で

きるようになっています。 
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